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本
稿
で
は
、
第
1
回
の
「
都
市
の
二
極
化
時
代
、『
縮

退
戦
略
』
を
実
現
す
る
官
民
連
携
」
を
踏
ま
え
、
人
口
減

少
や
土
地
利
用
の
空
洞
化
が
著
し
い
地
方
都
市
（
本
稿
で

は
主
に
、
東
京
近
郊
を
除
く
地
方
圏
の
中
核
都
市
お
よ
び

小
都
市
を
想
定
す
る
）
に
焦
点
を
当
て
て
、
計
画
的
な
縮

退
戦
略
の
必
要
性
、
具
体
的
な
手
法
お
よ
び
官
民
が
果
た

す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
提
言
す
る
。

1
．地
方
都
市
の
課
題
と
縮
退
戦
略
の
必
要
性

（
1
）地
方
都
市
で
進
む
市
街
地
の
空
洞
化

　

過
去
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
市
街
地
（
注
1
）
に
お

け
る
人
口
増
加
は
、
全
国
的
に
お
お
む
ね
共
通
の
傾
向
が

見
ら
れ
る
（
図
表
1
）。
し
か
し
、
1
平
方
㌔
㍍
当
た
り

の
人
口
密
度
に
換
算
す
る
と
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
前
後
に

当
た
る
1
9
9
0
（
平
成
2
）
年
を
1
0
0
と
し
た
場
合
、

2
0
1
0
（
平
成
22
）
年
の
三
大
都
市
圏
（
注
2
）
で

は
1
0
4
・
1
と
上
昇
し
て
い
る
一
方
で
、
地
方
圏
（
注

3
）
で
は
98
・
2
と
減
少
し
て
い
る
（
図
表
2
）。

　

大
都
市
で
は
市
街
地
へ
の
人
口
流
入
に
よ
り
高
密
度
化

が
進
ん
で
い
る
半
面
、
地
方
都
市
で
は
市
街
地
の
ス
プ
ロ

ー
ル
化
（
無
秩
序
な
拡
大
）
と
と
も
に
空
洞
化
が
表
れ
て

い
る
、
と
い
う
傾
向
の
違
い
が
見
て
取
れ
る
。

　

（
注�

1
）
市
街
地
：
国
勢
調
査
で
定
義
さ
れ
て
い
る

D
I
D
（D

ensely�Inhabited�D
istrict

：
人

口
集
中
地
区
）
と
し
た
。

　

（
注�
2
）
三
大
都
市
圏
：
東
京
都
・
埼
玉
県
・
千
葉

県
・
神
奈
川
県
・
愛
知
県
・
京
都
府
・
大
阪
府
・

兵
庫
県
と
し
た
。

　

（
注�

3
）
地
方
圏
：
三
大
都
市
圏
以
外
の
道
県
と
し
た
。

（
2
）地
方
都
市
の
人
口
減
少
が
生
み
出
す 

「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」

　

今
後
、
地
方
都
市
で
人
口
減
少
が
進
ん
だ
場
合
、
①
市

街
地
に
お
け
る
土
地
利
用
の
無
秩
序
な
空
洞
化
が
進
展
し
、

②
同
時
に
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
（
本
稿
で
は
、
庁
舎
・
学

校
・
公
民
館
等
の
公
共
建
築
物
と
、
道
路
・
上
下
水
道
等

の
イ
ン
フ
ラ
の
総
称
を
い
う
）
の
維
持
更
新
を
よ
り
困
難

な
も
の
と
し
、
③
一
方
で
土
地
利
用
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
等

の
需
要
自
体
も
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
、
④
低
稼
働
の
土

地
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
が
地
方
都
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
減

衰
さ
せ
る
─
─
と
い
っ
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
み
出
す

恐
れ
が
生
じ
て
い
る
（
図
表
3
）。

（
3
）地
方
都
市
が
採
る
べ
き
縮
退
戦
略

　

人
口
減
少
に
伴
う
土
地
利
用
・
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の
需

給
ギ
ャ
ッ
プ
の
拡
大
に
備
え
て
、
2
0
3
0
年
ご
ろ
の
中

長
期
を
見
据
え
た
計
画
的
な
縮
退
戦
略
と
し
て
、
以
下
の

三
つ
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
。

　

第
一
に
は
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の
効
率
的
な
維
持
更
新

で
あ
る
。
す
で
に
多
く
の
地
方
都
市
で
は
、
高
度
経
済
成

長
期
以
降
に
整
備
さ
れ
た
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の
老
朽
化
が

地
方
都
市
に
お
け
る
計
画
的
な
縮
退
戦
略
と
都
市
機
能
の
集
約
化
を

小
松
啓
吾

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所 

都
市
・
地
域
経
営
戦
略
グ
ル
ー
プ 

シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

こ
ま
つ
・
け
い
ご　
1
9
9
9
年
東
京
工

業
大
大
学
院
修
了
、株
式
会
社
日
本
総
合

研
究
所
入
社
。
P
F
I
／
P
P
P
、

P
R
E
戦
略
、都
市
開
発
、地
域
振
興
等
に

関
す
る
、調
査
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
担
当
。不
動
産
鑑

定
士

　

月
曜
連
載

2
0
3
0
年　
次
世
代
の
都
市
づ
く
り
と
官
民
連
携
②
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進
ん
で
お
り
、
耐
震
化
を
は
じ
め
と
す
る
安
全
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
て
、

公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の
維
持
更
新
を
低
コ
ス
ト
で
実
現
し
て

い
く
こ
と
が
、
持
続
的
な
自
治
体
経
営
の
観
点
か
ら
不
可

欠
と
な
る
。

　

第
二
に
は
、
全
国
各
地
で
進
ん
で
い
る
P
R
E

（Public�Real�Estate

：
公
的
不
動
産
）
戦
略
や
F
M

（Facility�M
anagem

ent

：
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

の
さ
ら
な
る
推
進
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
各
自
治
体
に
お
け

る
人
口
や
財
政
規
模
な
ど
の
見
通
し
を
踏
ま
え
て
、
全
庁

的
か
つ
長
期
的
な
観
点
か
ら
、
公
共
施
設
の
適
正
配
置
や

低
・
未
利
用
地
の
有
効
活
用
を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
P
R
E
／
F
M
へ
の
取
り
組
み
は
、
東
京
な

ど
の
大
都
市
よ
り
も
、
人
口
減
少
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の

需
要
減
少
が
顕
著
に
発
生
す
る
と
見
込
ま
れ
る
地
方
都
市

に
お
い
て
、
必
要
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
に
は
、
従
前
の
市
町

村
単
位
の
枠
組
み
を
超
え
た
、

よ
り
広
域
的
な
都
市
圏
・
生

活
圏
等
の
観
点
に
基
づ
く
縮

退
戦
略
の
実
践
で
あ
る
。
昨

今
議
論
さ
れ
て
い
る
、
周
辺

部
か
ら
市
街
地
へ
の
都
市
機

能
の
集
約
化
（
い
わ
ゆ
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
）
を
さ

ら
に
進
め
、
広
域
的
な
拠
点

性
を
有
す
る
中
核
都
市
へ
都

市
機
能
を
思
い
切
っ
て
集
約

化
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
地

方
都
市
に
お
け
る
唯
一
の
生

き
残
り
方
策
と
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
方
策

に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

2
．地
方
都
市
の
縮
退
戦
略
に
お
け
る
官
民
連 

携
の
方
策

（
1
）民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
公
共
イ
ン
フ
ラ 

等
の
包
括
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

　

地
方
都
市
で
は
、
自
治
体
の
財
政
規
模
の
縮
小
が
予
想

さ
れ
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の
経
常
的
な
維
持
修
繕
費
や
更

新
に
係
る
投
資
的
経
費
の
確
保
が
一
層
困
難
に
な
る
と
見

図表1　市街地における人口の推移
（平成2年＝100）

出典：国勢調査

図表2　市街地における人口密度の推移
（平成2年＝100）

出典：国勢調査

図表3　地方都市における人口減少スパイラルのイメージ
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込
ま
れ
る
た
め
、
民
間
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ
る

効
率
化
が
急
務
で
あ
る
。

　

従
前
の
官
民
連
携
手
法
と
し
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度

や
P
F
I
（Private�Finance�Initiative

：
民
間
資
金

活
用
に
よ
る
社
会
資
本
整
備
）
等
の
手
法
が
確
立
さ
れ
、

す
で
に
多
く
の
都
市
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
指

定
管
理
者
制
度
は
事
業
期
間
が
3
〜
5
年
程
度
と
短
期
間

で
あ
り
、
長
期
経
営
の
観
点
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
の
積

極
的
な
設
備
投
資
や
人
材
投
入
に
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、

P
F
I
に
つ
い
て
は
、
官
が
定
め
た
契
約
条
件
や
要
求
水

準
が
硬
直
的
と
な
り
が
ち
で
あ
り
、
単
体
施
設
レ
ベ
ル
で

は
、
最
長
30
年
程
度
の
長
期
に
わ
た
る
事
業
期
間
中
の

社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
な
い
、

と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　

今
後
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の
経
営
に
お
い
て
は
、
教

育
・
文
化
・
医
療
と
い
っ
た
同
種
の
複
数
公
共
施
設

の
包
括
管
理
や
、
一
定
の
区
域
を
対
象
と
し
た
面
的

な
包
括
管
理
等
の
新
た
な
P
P
P
（Public�Private�

Partnership

：
官
民
連
携
）
／
P
F
I
事
業
の
拡
大
が

不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
、
青
森
県
で
は
、
県
有
施
設
に

お
け
る
維
持
管
理
業
務
の
適
正
化
の
一
環
と
し
て
、
発
注

仕
様
の
共
通
化
等
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ス
ト
削

減
と
品
質
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
香
川
県
ま
ん
の

う
町
で
は
、
中
学
校
、
体
育
館
お
よ
び
図
書
館
の
整
備
・

維
持
管
理
・
運
営
等
を
一
体
の
P
F
I
事
業
と
し
て
実
施

し
、
事
業
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
を
実
現
し

て
い
る
。

　

民
間
事
業
者
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
や
積
極
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。
理
想
型

と
し
て
は
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
公
共
施
設
等
運
営
権
）

方
式
な
ど
に
よ
る
、
民
間
資
金
ベ
ー
ス
で
の
独
立
採
算
化

が
望
ま
れ
る
が
、
大
都
市
に
比
べ
て
サ
ー
ビ
ス
需
給
の
密

度
が
低
い
傾
向
に
あ
る
地
方
都
市
に
お
い
て
は
、
概
し
て

採
算
面
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
こ
の
た
め
、
公
共
イ
ン
フ

ラ
等
の
基
本
部
分
の
維
持
管
理
・
運
営
を
公
的
資
金
で
賄

い
、
収
益
事
業
部
分
の
み
を
独
立
採
算
化
す
る
と
い
っ
た

混
合
型
の
事
業
ス
キ
ー
ム
の
構
築
が
、
地
方
都
市
に
適
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
包
括
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
法
制
度
に
基
づ
く
制
約
は
特
段
見
当
た
ら
な

い
た
め
、
各
事
業
や
業
務
の
発
注
主
体
で
あ
る
自
治
体
の

ス
タ
ン
ス
次
第
で
、
い
か
よ
う
に
も
柔
軟
な
仕
組
み
を
構

築
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
取
り
組
み
が
進

ま
な
い
場
合
は
、
近
年
の
P
F
I
法
改
正
に
よ
り
導
入
さ

れ
た
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
制
度
（
P
F
I
法
第
6

条
）
を
効
果
的
に
活
用
し
、
民
か
ら
官
に
対
し
て
、
公
共

イ
ン
フ
ラ
等
の
経
営
の
開
放
を
積
極
的
に
促
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
P
R
E
／
F
M
に
お
け
る
官
民
連
携
の
推
進

　

従
前
の
官
民
連
携
手
法
が
、
基
本
的
に
個
々
の
公
共
イ

ン
フ
ラ
等
を
対
象
と
し
て
い
る
一
方
で
、
統
廃
合
や
再
配

置
と
い
っ
た
全
般
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
は
行
政
が
抱

え
込
ん
で
い
る
場
合
が
多
く
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
積
極
的

な
活
用
と
い
う
点
で
限
界
が
あ
る
。
官
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
よ
っ
て
切
り
出
さ
れ
た
個
々
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の
運

営
を
民
が
請
け
負
う
、
と
い
う
従
前
の
構
造
か
ら
脱
却
し
、

公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の
再
配
置
や
統
廃
合
に
つ
い
て
も
、
計

画
段
階
か
ら
民
間
提
案
を
積
極
的
に
採
用
す
る
こ
と
で
、

経
営
効
率
の
全
体
最
適
化
が
可
能
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

　

具
体
的
な
手
法
と
し
て
は
、
P
R
E
／
F
M
の
戦
略

策
定
・
実
行
機
能
と
、
P
P
P
／
P
F
I
事
業
の
推
進

機
能
を
併
せ
持
つ
も
の
と
し
て
、
民
間
経
営
の
発
想
を
抜

本
的
に
採
り
入
れ
た
公
社
・
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
等
の

活
用
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
英
国
で
導
入
さ
れ
て
い
る

L
A
B
V
（Local�Asset�Backed�Vehicle

：
地
域
の

資
産
を
担
保
と
し
た
事
業
主
体
）
は
、
官
の
土
地
と
民
の

資
金
を
持
ち
寄
り
、
官
民
の
出
資
比
率
が
50
％
ず
つ
の
事

業
会
社
を
設
立
し
て
、
地
域
の
開
発
事
業
を
官
民
協
働
で

計
画
・
実
行
す
る
ス
キ
ー
ム
で
あ
り
、
今
後
の
わ
が
国
に

お
け
る
P
P
P
／
P
F
I
の
モ
デ
ル
と
し
て
参
考
に
な

る
も
の
で
あ
る
。

（
3
）広
域
的
な
都
市
機
能
の
再
編
に
お
け
る
官
民 

連
携
の
推
進

　

広
域
的
な
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の
再
配
置
や
統
廃
合
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
各
都
道
府
県
・
市

町
村
が
保
有
す
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
状
況
や
維
持

管
理
・
運
営
の
状
況
に
関
す
る
情
報
（
公
共
施
設
白
書
、

資
産
台
帳
な
ど
）
を
統
一
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
上

で
、
広
域
的
な
都
市
計
画
や
土
地
利
用
の
見
通
し
と
セ
ッ

ト
で
、
最
適
な
配
置
計
画
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
国
の
政
策
的
な
方
向
付
け
を
ベ
ー

ス
と
し
た
、
都
道
府
県
の
広
域
調
整
機
能
の
発
揮
、
市
町
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村
の
相
互
連
携
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は

官
の
役
割
で
あ
る
。
今
後
、
総
務
省
で
は
「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
の
策
定
を
自
治
体
に
求
め
て
い
く
予
定

と
し
て
お
り
、
国
か
ら
の
財
政
支
援
を
含
め
て
、
展
開
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
広
域
的
な
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の
経
営
能
力

を
有
す
る
民
間
の
視
点
を
踏
ま
え
、（
2
）
で
述
べ
た

L
A
B
V
ス
キ
ー
ム
の
よ
う
な
、
経
済
合
理
性
に
優
れ

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
単
位
の
企
画
提
案
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
よ
う
な
制
度
設
計
も
必
要
で
あ
る
。
現
在
、
英

国
の
ク
ロ
イ
ド
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
で
は
、
2
0
0
9
年
に

官
民
共
同
で
「Croydon�Council�U

RV

（U
rban�

Regeneration�Vehicle

：
都
市
再
開
発
機
関
）」
を
設

立
し
、
市
庁
舎
の
改
修
や
周
辺
オ
フ
ィ
ス
建
設
を
は
じ
め

と
し
た
再
開
発
事
業
へ
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
わ

が
国
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
を
参
考
に
し
つ

つ
、
複
数
市
町
村
の
関
与
に
よ
る
広
域
的
な
再
編
整
備
事

業
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

3
．今
後
の
必
要
な
取
り
組
み

（
1
）国
お
よ
び
自
治
体
が
実
施
す
べ
き
取
り
組
み

　

国
に
対
し
て
は
、
①
地
方
都
市
に
お
け
る
土
地
利
用
の

集
約
化
に
係
る
政
策
形
成
②
広
域
型
P
R
E
／
F
M
戦

略
の
モ
デ
ル
構
築
へ
の
取
り
組
み
─
─
を
期
待
す
る
。
こ

の
う
ち
①
は
、
例
え
ば
、
地
方
都
市
の
郊
外
か
ら
中
心
部

へ
の
人
口
誘
導
を
重
要
な
政
策
目
標
と
位
置
付
け
、
国
土

交
通
省
・
経
済
産
業
省
が
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
関
連
の
法
改
正
（
都
市
再
生
特
別
措
置
法

な
ど
）
や
、
都
心
居
住
の
促
進
に
向
け
た
住
環
境
整
備
の

支
援
（
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
内
に
お
け
る
民
間
賃
貸
住
宅

の
整
備
補
助
な
ど
）
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
②
は
、
自

治
体
向
け
の
P
R
E
／
F
M
戦
略
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
つ
い
て
、
地
方
都
市
の
現
状
や
今
後
の
見
通
し
に

着
目
し
た
上
で
、
広
域
的
な
観
点
を
盛
り
込
む
な
ど
の
必

要
な
改
定
作
業
や
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

　

自
治
体
に
対
し
て
は
、
上
記
の
国
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
た
、
都
市
計
画
上
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
期
待
す
る
。
広
域
的
な
都
市
計
画
区
域
や
住
民
生
活
圏

の
単
位
で
、
2
0
3
0
年
な
ど
の
将
来
見
通
し
を
踏
ま
え

て
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
土
地
利
用
を
誘
導
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
複
数
市
町
村
間
の
広
域
連
携
に

基
づ
く
公
共
イ
ン
フ
ラ
等
の
再
配
置
や
統
廃
合
、
民
間
活

力
の
導
入
に
よ
る
経
営
効
率
化
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み

を
期
待
す
る
。
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
長た

け
た
首
長
に

よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
庁
内
に
お

け
る
経
営
感
覚
に
優
れ
た
人
材
の
確
保
・
育
成
や
、
民
間

事
業
者
と
の
対
話
を
恒
常
的
に
進
め
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
構
築
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
得
る
事
務
事
業

分
野
の
不
断
の
見
直
し
な
ど
、
果
た
す
べ
き
役
割
は
特
に

大
き
い
。

（
2
）民
が
実
施
す
べ
き
取
り
組
み

　

民
間
事
業
者
に
対
し
て
は
、
公
共
工
事
や
サ
ー
ビ
ス
の

「
請
負
人
」
と
い
う
立
場
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
公
共

イ
ン
フ
ラ
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方
も
含
め
た
「
経

営
者
」
と
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
や
、

そ
の
た
め
の
企
画
立
案
・
提
案
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

を
期
待
す
る
。
欧
米
な
ど
の
諸
外
国
に
お
け
る
P
P
P

／
P
F
I
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
多
く
の
建
設
会
社
が

総
合
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
企
業
へ
と
成
長
し
て
い
っ

た
過
程
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
P
P
P
／
P
F
I
事
業

者
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
大
い
に
参
考
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。


